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未
完
の
物
語－－ 「
有
喜
世
新
聞」
の
連
載
記
事
(
続
き
物 )
(
二 )
山
田
俊
治
紙
数
制
限
が
厳
し
く
な
り、
残
念
な
が
ら
今
回
は
一
年
分
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。
そ
こ
で、
一
八
九〇
（
明
治
一
三）
年
の
半
年
分
の、
雑
報
欄
を
中
心
と
し
た
連
載
記
事
を
一
覧
化
し
て
あ
る。
編
輯
体
制
に
つ
い
て
の
記
事
の
ほ
か、
他
社
の
動
向
や
出
版
状
況
に
か
か
わ
る
雑
報
は、
注
記
の
形
で
引
用
し
て
い
る。
そ
こ
か
ら
は、
一
月
一
四
日
に
天
野
可
春
が
病
気
の
た
め、
編
輯
長
代
理
に
須
藤
光
輝
(
南
翠 )
を
起
用
し、
そ
の
後
三
月
五
日
に、
須
藤
が
病
父
を
見
舞
う
た
め、
編
輯
長
代
理
が
青
木
忠
雄
に
交
替、
四
月
一
四
日
の「
う
き
よ
は
な
し」
欄
で
元
に
復
し
た
こ
と
が
分
か
る。
さ
ら
に
五
月
二
一
日
の「
う
き
よ
は
な
し」
欄
に
よ
っ
て、
社
長
寺
家
村
逸
雅
の
筆
で、
主
幹
に
鈴
木
田
正
雄
を
迎
え、
編
輯
長
に
前
島
和
橋
を
復
帰
さ
せ、
印
刷
長
天
野
可
春、
校
正
岡
野
伊
平、
補
助
為
永
春
江
と
い
う
編
輯
体
制
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る。
前
年
に
評
判
に
な
っ
た
真
砂
新
聞
の
吉
野
幡
龍
に
つ
い
て
は、
五
月
二
日
の
雑
報
で、
無
断
で
弘
道
社
員
と
称
し
て
三
益
社
へ
の
醵
金
を
募
る
と
い
う
悪
事
が
報
じ
ら
れ、
ま
た
五
月
一
一
日
の
欄
外
記
事
や、
一
九
日
の
雑
報
に
よ
っ
て、「
都
新
聞」
が
編
輯
の
伊
東
橋
塘
の
名
前
を
詐
称
し
て
開
業
広
告
の
引
き
札
を
出
す
と
い
う
悶
着
が
報
じ
ら
れ
て
い
る。
四
月
二
八
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
全
五
回
連
110
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□
載
さ
れ
た「
鴻
野
屋
醜
聞」
は、
有
喜
世
新
聞
を
誹
謗
し
た「
花
廼
東
京
有
喜
世
鯨
波」
と
い
う
悪
摺
へ
の
懲
戒
に
な
っ
て
い
る
な
ど、
か
ち
ど
き
同
業
他
社
の
情
報
に
事
欠
く
こ
と
が
な
い。
こ
の
半
年
分
の
リ
ス
ト
で
は、
連
載
記
事
の
長
い
も
の
が
減
少
し
て
い
る
と
い
え
る
が、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は、
紙
数
制
限
の
関
係
で
後
稿
を
待
ち
た
い。
一
八
九〇
（
明
治
一
三）
年
＊
１
月
４
日「
雑
報」
「
蓬
莱
に
聞
ば
や
伊
勢
の
初
だ
よ
り
一
昨
日
朝
風
に
連
れ
て
本
社
へ
ヒ
ラ
く
と
舞
込
だ
一
葉
の
案
内
状
は／
友
人
仮
名
垣
魯
文
翁
是
迄
か
な
よ
み
新
聞
社
に
在
し
所
本
年
よ
り
い
ろ
は
新
聞
京
文
社
に
移
り
該
社
の
社
長
と
な
ら
れ
た
り
右
入
社
の
事
を
諸
君
に
報
道
せ
ん
た
め
本
月
四
日
新
橋
鉄
道
前
中
鉄
楼
に
小
宴
を
開
か
ん
と
す
諸
君
同
日
午
後
二
時
同
楼
に
賁
臨
有
ら
ひ
り
ん
ば
翁
の
喜
び
知
る
可
し
柳
北
謹
ん
で
京
文
社
の
社
主
に
代
り
懇
請
す
諸
君
幸
ひ
に
領
諾
せ
ら
れ
よ／
明
治
十
三
年
一
月
二
日
成
島
柳
北
頓
首／
と
有
ま
し
た
は
新
年
早々
お
目
出
た
い
此
上
な
し
本
日
の
猫
は
定
め
し
翁
が
親
類
交
際
例
の
す
ず
八、
お
さ
ん（
だ
つ
き
あ
ひ
か
堂
だ
か）
そ
の
他
大
勢
で
サ
ゾ
五
全
盛
で
有
り
ま
せ
う」
＊
１
月
６
日「
雑
報」
「
芳
譚
雑
誌
の
続々
新
話
近
世
烈
女
伝
で
評
判
あ
り
し
転々
堂
主
人
が
艶
筆
で
綴
ら
れ
た
山
田
の
落
水
を
今
度
三
冊
の
草
紙
に
仕
立
豊
原
国
周
の
画
で
表
題
を「
松
の
は
な
娘
庭
訓」
と
改
め
て
人
形
町
通
長
谷
川
町
の
具
足
屋
か
ら
発
兌
ま
し
た
が
梅
の
香
を
桜
に
持
せ
柳
の
枝
に
咲
せ
た
る
優
に
柔
し
き
孝
女
の
伝
新
年
初
の
出
版
に
は
実
に
愛
た
い
草
双
紙
で
す」
１
月
７～
10
日「
お
仲
甚
三
郎
の
話」
全
四
回
＊
２
月
27
日
の
雑
報
で、
天
野
可
春
が
讒
謗
律
違
反
で
罰
金
五
円
と
な
る。
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１
月
９
日「
雑
報」
「
書
林
の
須
原
屋
大
島
屋
杯
が
発
起
に
て
書
林
会
社
を
取
設
け
ん
と
て
旧
臘
よ
り
種々
協
議
せ
し
が
愈々
蠣
殻
町
辺
へ
一
社
を
設
け
古
書
の
保
存
新
版
の
権
限
等
を
会
議
す
る
と
い
ふ」
１
月
10～
13
日「
大
和
屋
の
話」
全
三
回
＊
１
月
13
日「
雑
報」
「
死
ん
だ
子
の
年
の
や
う
な
四
日
前
の
投
書
家
陳
ン
腐
ン
去
る
十
日
は
例
の
投
書
家
親
睦
会
で
発
会
の
場
所
は
矢
張
り
嶋
原
の
温
泉
新
陽
亭
の
三
階
で
流
石
新
年
丈
け
毎
会
の
鄙
客
舗
が
出
し
更
た
大
ス
ツ
チ
ヤ
ン（
だ
か
堂
だ
か）
五
案
内
の
い
つ
も
し
ま
り
み
せ
か
へ
有
つ
た
可
春
も
五
案
内
の
無
つ
た
橋
塘
も
外
に
お
約
束
が
有
た
の
で
ツ
イ
参
ら
ず
参
つ
た
岡
野
が
五
盛
会
だ
と
帰
つ
て
来
て
咄
し
ま
し
た」
＊
１
月
14
日「
雑
報」
欄
外「
編
輯
長
天
野
可
春
儀
一
昨
日
以
来
邪
気
甚
だ
し
く
押
て
出
社
致
し
ま
し
た
が
何
分
堪
難
き
故
両
三
日
引
籠
り
ま
す
れ
ば
其
間
は
須
藤
光
輝
を
以
て
代
理
さ
せ
ま
す
依
て
看
客
に
告
奉
つ
る」
と
あ
り、
編
輯
長
代
理
須
藤
光
輝
と
な
る。
１
月
15～
21
日「
お
蝶
の
噺」
全
六
回
＊
１
月
17
日「
雑
報」
「
水
錦
や
綾
重
を
読
で
お
馴
染
の
舌
耕
師
松
林
伯
知
は
新
年
目
新
し
く
五
題
即
席
の
講
談
を
や
つ
た
が
今
度
は
ま
た
当
紙
面
へ
載
て
ゐ
る「
花
雨
濡
袖
褄」
を
未
だ
載
ぬ
所
ろ
は
橋
塘
か
ら
の
口
授
を
得
て
昨
晩
よ
り
演
た
て
る
寄
席
は
広
告
に
有
り
升
と
提
灯
持」
「
広
告」「
〇
花
雨
濡
袖
褄／〇
冬
児
立
闇
鴟
一
回
ツヽ ／
右
は
当
る
十
六
日
よ
り
本
所
松
倉
町
の
新
海
亭
に
て
演
舌
仕
り
ま
す
れ
は
賑々
敷
御
来
車
の
程
席
亭
と
共
に
願
上
ま
す／
舌
耕
師
松
林
伯
知」
＊
１
月
14
日「
雑
報」
「
お
役
替
改
正
り
お
役
人
付（
で
も
な
い
が）
有
名
の
仮
名
読
新
聞
は
昨
日
よ
り
新
局
長
の
名
は
脱
し
清
水
市
あ
ら
た
ま
次
郎（
米
洲）
さ
ん
が
社
長、
仮
編
輯
長
の
中
島
市
平
さ
ん
が
編
輯
長
兼
印
刷、
印
刷
長
の
和
橋
道
人
は
校
正、
と
著
名
が
改
正
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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り
ま
し
た
が
若
菜
さ
ん
は
堂
し
た
か」
１
月
20、
21
日「
御
歌
会
始
め
の
歌」
＊
１
月
20
日「
雑
報」
「
兼
て
噂
の
あ
つ
た
自
由
新
聞
は
一
昨
日
第
一
号
が
発
兌
に
成
り
ま
た
仮
名
読
新
聞
の
新
局
長
若
菜
貞
爾
殿
も
か
な
よ
み
を
退
社
し
て
同
社
へ
入
社
さ
れ
ま
し
た
か
ら
自
由
な
筆
の
腕
揃
ひ
一
層
面
白
く
な
り
ま
せ
う」
１
月
20～
25
日「
お
国
杢
太
郎
の
情
話」
全
六
回
１
月
21、
22
日「
八
品
商」
１
月
22～
27
日「
娼
妓
雲
井
の
履
歴」
全
五
回
＊
１
月
31
日
に
取
り
消
さ
れ
る。
１
月
25、
27
日「
北
海
道
景
況」
１
月
27、
28
日「
松
ヶ
枝
の
話」
＊
１
月
28
日「
雑
報」
「
遊
食
第
二
次
会
の
景
況
篠
田
仙
果／
（
略）
貴
社
の
須
藤
氏
も
下
戸
の
本
性
を
現
し
出
席
の
約
を
な
せ
し
が
本
紙
の
原
稿
充
満
し
咽
に
支
え
て
ら
れ
し
者
と
見
え
来
車
せ
ら
れ
ず
趣
向
の
お
塩
梅
は
試
み
ざ
れ
ど
須
藤
氏
に
代
り
景
況
を
記
す」
１
月
31
日、
２
月
１
日「
博
物
館
特
許
縦
覧
仮
順
序」
１
月
31
日～
２
月
４
日「
梵
鐘
寝
覚
廼
遺
薫」
全
四
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数、
章
題
付
き
で
連
載。
１
月
31
日、
２
月
１
日「
お
き
ち
の
話」
＊
２
月
１
日「
雑
報」
「
芳
名
を
千
載
に
遺
す
能
は
ず
ん
ば
寧
醜
名
を
千
載
に
遺
さ
ん
と
云
し
漢
人
の
顰
に
倣
つ
た
か
那
毒
婦
高
橋
阿
伝
は
刑
場
一
回
定
ま
つ
て
或
ひ
は
仮
名
読
の
夜
刃
譚
と
成
り
或
は
東
京
の
東
京
奇
聞
と
成
り
終
に
は
新
富
座
の
綴
合
阿
伝
仮
名
書
と
う
け
い
113
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
と
為
て
名
を
六
二
連
の
評
判
記
に
遺
す
爰
に
昨
三
十
一
日
は
其
一
周
忌
に
当
る
の
で
情
夫
小
川
市
太
郎
外
二
名
が
施
主
と
成
り
谷
中
天
王
寺
の
墳
墓
へ
大
円
鏡
知
経
に
曰
以
下
四
十
九
字
の
大
塔
婆
を
建
て
回
向
院
兼
大
教
正
を
請
し
て
法
会
を
営
み
し
が
梅
幸
筵
升
は
懸
持
の
閙
し
さ
に
只
香
奠
の
み
を
贈
つ
た
と
の
事」
２
月
１～
11
日「
金
吾
藤
次
の
話
説」
全
六
回
２
月
３～
10
日「
強
盗
金
次
郎
の
話」
全
六
回
＊
２
月
５
日「
雑
報」
「
か
な
よ
み
社
中
和
同
開
珍
社
か
ら
発
兌
す
る
古
今
興
歌
叢
誌
の
第
六
号
が
発
市
に
成
り
又
当
社
中
開
新
社
の
風
雅
新
誌
も
明
日
が
初
刊」 すり
「
昔
の
著
本
は
作
者
が
懶
惰
て
自
序
に
お
詫
が
見
え
ま
す
が
今
は
板
元
が
大
懶
惰
で
看
客
方
よ
り
遅
延
の
罪
を
度々
お
責
に
預
つ
た
な
ま
け
綾
重
の
三
篇
も
最
う
程
な
く
売
出
し
何
れ
其
節
は
橋
塘
が
自
身
に
饒
舌
本
日
初
音
の
ご
披
露
く」
お
し
ゃ
べ
り
２
月
７、
８
日「
猿
若
座
劇
評」
＊
２
月
８
日「
雑
報」
「
東
京
府
下
に
て
は
新
聞
や
雑
誌
類
を
読
売
す
る
事
は
昨
年
お
廃
止
に
成
ま
し
た
が
大
坂
で
も
此
程
差
止
ら
るゝ
旨
を
府
庁
よ
り
達
せ
ら
れ
し
と」
「
藤
田
組
の
一
件
を
狂
言
に
脚
色
大
坂
堀
江
市
の
側
で
演
戯
に
す
る
と
云
が
其
金
主
は
右
の
一
件
で
嫌
疑
を
受
東
京
へ
護
送
に
成
た
し
く
み
し
ば
ゐ
入
江
伊
助
と
云
者
の
由
出
来
の
良
否
は
左
も
右
も
評
判
ば
か
り
で
も
嘸
大
入
で
せ
う」
２
月
15～
25
日「
お
近
の
履
歴」
全
四
回
＊
３
月
２
日
に
取
り
消
さ
れ
る。
２
月
17～
24
日
清
淵
橋
塘
稿「
新
説
縁
の
糸」
全
六
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
＊
２
月
18
日「
雑
報」
「
久
松
町
の
自
由
新
聞
三
友
社
は
類
焼
後
取
急
い
で
村
松
町
へ
社
を
繕
へ
昨
日
よ
り
発
兌
是
か
ら
弥々
焼
ぼ
こ
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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□
□
□
り
ま
せ
う」
２
月
18～
28
日「
お
高
の
続
き」
全
一〇
回
＊
２
月
20
日「
雑
報」
「
流
行
が
古
へ
溯
つ
た
の
だ
か
堂
だ
か
頃
日
傍
訓
新
聞
の
投
書
家
連
が
親
睦
会
に
次
で「
酢
豆
腐
会」
と
い
ふ
組
を
立
会
頭
が
風
雅
の
山
田
籟
生
さ
ん
で
幹
事
が
若
菜
貞
爾、
春
園
梅
桂、
世
話
役
が
会
津
舎
杏
村
さ
ん
で
是
は
専
ら
柳
巷
花
街
へ
足
を
入
れ
世
の
流
行
を
知
る
を
専
務
と
し
而
て
姿
は
異
形
に
示
し
古
昔
の
町
奴
を
高
尚
に
仕
立
た
様
だ
が
決
し
て
波
羅
門
組
や
雷
神
組
の
腕
力
は
な
い
と
云
が
夫
も
而
で
有
魔
正
各
位
美
男
揃
だ
か
ら
新
勢
考
造
さ
ん
か
ら
寄
書
で
す
が
誉
て
よ
い
や
ら
ハ
テ
堂
そ
う
だ
か」
２
月
21、
22
日「
鬼
神
お
重
児
殺
の
噺」
＊
２
月
22
日「
雑
報」
「
此
程
発
行
に
成
た
評
論
岡
目
新
誌
は
第
二
号
か
ら
発
行
禁
止
に
成
り
既
に
刊
行
の
分
は
悉
皆
本
署
へ
差
出
す
べ
き
旨
を
大
警
視
よ
り
昨
日
申
付
ら
れ
ま
し
た」
２
月
28、
29
日「
片
岡
周
助
の
履
歴」
２
月
29
日～
３
月
３
日「
十
六
峠
の
譚」
全
三
回
＊
３
月
２
日「
雑
報」
「
広
告
に
て
出
て
居
升
が
月
と
ス
ツ
ポ
ン
チ
の
篠
田
仙
果
氏
は
余
義
な
い
用
向
で
上
州
伊
香
保
へ
行
れ
夫
か
ら
信
州
路
を
遍
歴
す
る
の
で
本
日
出
立
さ
るゝ
よ
し
右
に
付
て
雑
誌
は
数
日
の
間
休
刊
に
成
升」
３
月
３～
17
日「
小
車
物
語」
全
一
三
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
３
月
４～
６
日「
福
井
藤
右
衛
門
の
履
歴」
全
三
回
＊
３
月
27
日
に
処
刑
の
後
報
が
あ
る。
＊
３
月
５
日
欄
外「
編
輯
長
天
野
可
春
が
病
中
ゆ
ゑ
須
藤
光
輝
を
代
理
に
し
て
置
ま
し
た
所
ろ
同
人
の
父
が
病
気
の
由
故
国
伊
予
国
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□
宇
和
島
よ
り
電
報
が
掛
つ
た
に
付
き
取
急
い
で
今
朝
出
立
致
し
ま
し
た
か
ら
跡
は
青
木
忠
雄
を
跡
役
に
据
ゑ
伊
平、
春
江、
橋
塘
も
勉
励
致
し
ま
す
ゆ
ゑ
諸
君
相
変
ら
ず
五
愛
看
を
願
ひ
ま
す
寺
家
村
逸
雅」
と
し
て、
編
輯
長
代
理
青
木
忠
雄
と
な
る。
＊
３
月
７
日「
社
告」
「
当
社
探
訪／
中
林
信
行／
右
の
者
義
不
埒
の
件々
有
之
候
に
付
今
般
退
社
申
付
候
就
て
は
社
用
は
勿
論
同
人
一
身
上
の
義
に
付
何
事
に
不
依
御
引
合
等
之
義
有
之
候
共
一
切
関
係
不
仕
此
段
広
告
候
也」
雑
報
で、
薄
命
者
の
恵
金
を
流
用
し
た
と
告
発
す
る。
＊
３
月
９
日「
雑
報」
「
猫々
翁
が
閲
さ
れ
て
評
判
の
名
広
澤
辺
萍
は
此
程
二
篇
迄
出
板
に
な
り
ま
し
た
が
堂
い
ふ
訳
だ
か
去
六
日
其
筋
よ
り
発
売
を
禁
止
さ
れ
ま
し
た」
３
月
10、
11
日「
横
須
賀
の
景
況」
＊
３
月
11
日「
雑
報」
欄
外「
隠
れ
た
る
よ
り
顕
は
るゝ
は
な
し
と
か
何
事
に
も
あ
れ
詞
を
巧
に
し
其
責
を
遁
れ
ん
と
欲
す
る
も
中
に
真
意
の
有
所
は
火
を
見
る
よ
り
も
尚
炳
な
り
弊
社
新
聞
第
六
百
四
十
五
号
の
雑
報
中
竹
外
居
士
が
書
画
会
莚
云々
の
次
に
或
新
あ
き
ら
か
聞
社
の
通
社
長
が
云々
と
記
た
一
条
を
魯
翁
が
仮
に
自
身
の
事
と
看
做
し
い
ろ
は
新
聞
七
十
六
号
に
無
根
の
由
を
弁
駁
さ
れ
迂
生
の
意
見
を
御
尋
問
な
れ
ば
迂
生
聊
鄙
衷
を
陳
べ
し（
紙
上
を
費
し
看
客
に
は
お
気
の
毒）
抑
弊
社
は
其
創
立
天
野
可
春
等
と
相
謀
り
多
少
の
困
難
を
経
て
昨
年
巳
来
同
業
各
社
と
交
誼
を
結
び
幸
ひ
看
客
諸
君
の
愛
顧
を
蒙
り
動
や
ら
功
や
ら
独
立
の
一
社
を
成
ん
折
柄
故
各
社
に
対
し
て
聊
か
も
抗
す
る
事
を
好
ま
ぬ
処
編
輯
一
切
の
事
務
担
任
の
天
野
は
数
月
病
痾
に
係
り
仮
に
代
理
を
置
と
雖
未
其
任
に
慣
ず（
不
覚
の
次
第
に
は
あ
れ
ど）
岡
野
伊
平
は
謙
に
過
ぎ
為
永
春
江
は
老
体
故
稿
を
送
り
て
出
社
を
闕
く
折
さ
へ
あ
り
て
出
頭
せ
ず
然
に
同
日
は
い
ろ
は
新
聞
に
も
掲
し
通
り
迂
生
は
裁
判
所
の
呼
出
し
な
り
し
も
感
冒
に
て
引
籠
居
り
手
代
高
橋
和
三
郎
に
代
理
を
托
し
た
る
処
俄
に
発
病
に
て
不
参
を
し
た
る
次
第
故
其
日
の
新
紙
一
見
す
る
を
得
ず
其
儘
刊
行
な
し
た
る
よ
り
全
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□
□
□
た
く
意
外
の
失
策
故
恁
る
麁
漏
の
な
き
様
に
血
気
輩
の
記
者
を
戒
し
め
た
れ
ば
魯
翁
よ
可
春
が
病
中
を
察
せ
ら
れ
今
回
の
一
条
は
わ
か
て
一
笑
に
付
し
相
替
ら
ず
向
来
永
く
交
誼
を
全
う
せ
ん
事
を
逸
雅
平
蜘
の
如
く
に
成
て
希
望
す
る
に
な
ん／
寺
家
村
逸
雅」
＊
３
月
12
日「
雑
報」
「
去
月
廿
八
日
発
行
停
止
に
な
り
し
同
楽
叢
談
は
昨
十
一
日
右
停
止
を
解
れ
ま
し
た
先々
結
構
又
過
日
其
筋
に
て
一
時
発
売
を
停
止
た
名
広
澤
辺
萍
の
冊
子
は
一
昨
日
更
て
許
可
に
成
ま
し
た
柄
幼
童
も
婦
女
も
読
ん
で
娯
覧
大
層
面
白
い
ヨ」
３
月
13～
16
日
田
中
の
養
女
お
繁
の
顛
末（
全
三
回）
３
月
16～
21
日
龍
湖
学
人「
古
猫
の
述
懐」「
若
猫
の
密
話」
全
四
回
＊「
う
き
よ
は
な
し」
欄
に
別
行
見
出
し
で
連
載。
16
日
冒
頭
に「
記
者
端
書
し
て
禀
す
左
の
投
書
家
龍
湖
学
人
は
何
人
た
る
を
知
ざ
れ
ど
想
ふ
に
通
家
の
随
一
人
な
る
可
し
其
草
す
る
所
は
仮
を
示
し
て
真
を
説
必
ず
実
地
研
究
為
た
る
が
如
し
嗚
呼
穿
ち
得
た
り
内
幕
嗚
呼
説
得
た
り
体
裁
土
地
を
夫
と
指
ざ
れ
ど
蓋
し
新
橋
の
景
況
に
し
て
而
し
て
弦
猫
社
会
一
般
の
情
其
之
を
以
て
通
観
に
足
ん
歟」
と
あ
る。
み
る
＊
３
月
17
日「
雑
報」
「
米
沢
新
聞
の
第
一
号
が
発
兌
に
成
増
た
本
局
は
山
形
県
下
米
沢
門
東
町
の
新
民
社
で
有
升」
３
月
17
日、
４
月
８～
14
日
須
藤
光
輝
郵
送「
鶴
城
紀
行」
全
六
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
＊
３
月
26
日「
雑
報」
「
昨
年
来
か
ら
世
上
一
般
の
巷
評
区々
な
る
名
も
広
澤
の
暗
殺
事
件
で
屡々
の
糾
弾
が
あ
つ
た
長
崎
県
平
民
中
村
六
造
は
去
る
廿
二
日
大
審
院
別
調
所
に
於
て
無
罪
と
極
り
但
澤
田
衛
守
殺
害
一
件
は
追
て
処
断
す
べ
し
と
申
渡
さ
れ
増
た」
＊
３
月
30
日「
雑
報」
「
神
田
旅
籠
町
一
丁
目
廿
番
地
の
士
族
山
野
重
徳
が
編
輯
で
此
頃
出
板
し
た
造
化
玉
手
箱
初
編
一
冊
は
昨
日
発
売
を
差
留
ら
れ
ま
し
た」
３
月
31
日～
４
月
７
日「
花
筏
流
川
竹」
全
六
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
＊
４
月
２
日「
雑
報」
「
我々
傍
訓
新
聞
の
記
者
は
時々
脇
腹
を
穿
ら
れ
る
当
時
投
書
家
の
一
米
撰
花
廼
家
由
縁、
会
田
皆
真、
鯛
鯨
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□
舎
鮮
商、
賛々
亭
湖
山、
新
撰
楼
志
仁、
玉
上
柳
雄、
本
調
子
浮
連、
玉
林
舎
梅
雅、
葉
弥
垣
文
雅、
秋
琴
亭
緒
依、
の
諸
酔
子
が
集
て
神
田
新
石
町
十
四
番
地
へ「
能
舞
子
廼
社」
と
い
ふ
を
設
立
し
本
月
下
旬
よ
り「
親
釜
集」
と
い
ふ
雑
誌
を
発
兌
し
而
し
て
の
ん
こ
の
し
や
開
業
式
は
此
頃
新
築
成
つ
た
築
地
寿
仙
楼
の
大
広
間
で
押
開
き
当
日
は
何
か
目
を
驚
か
す
趣
向
も
有
り
殊
に
雑
誌
は
意
気
で
高
当
で
人
柄
だ
と
云
か
ら
鯰
も
土
鰌
も
新
造
も
年
増
も
今
か
ら
待
ち
遠
が
つ
て
ゐ
る
と
サ」
４
月
８～
14
日「
髪
結
常
吉
の
話
説」
全
四
回
＊
４
月
９
日「
雑
報」
「
滑
稽
風
雅
新
誌
は
従
来
本
社
中
に
て
事
務
を
扱
ひ
し
処
今
度
局
長
関
謙
之
を
置
き
各
個
規
則
を
換
る
に
付
来
る
十
日
よ
り
京
橋
区
銀
座
二
丁
目
十
一
番
地
へ
移
転
独
立
に
な
り
ま
す」
４
月
10～
15
日「
松
ヶ
枝
の
話」
全
四
回
＊
４
月
14
日「
う
き
よ
は
な
し」
「
編
輯
長
再
勤
編
輯
者
帰
京
の
報
告／
蹇
蘭
繁
か
ら
ん
と
為
れ
ば
秋
風
之
を
破
り
花
に
は
嵐
月
に
は
村
雲
寸
善
尺
魔
の
障
害
有
る
は
亦
是
非
も
な
き
事
に
こ
そ
有
れ
閑
話
休
題
当
社
編
輯
長
天
野
可
春
は
新
年
宴
会
の
宿
酒
未
だ
醒
め
ず
雑
煮
餅
の
未
だ
消
化
ざ
る
う
ち
本
年
一
月
十
四
日
よ
り
病
痾
の
床
に
臥
し
か
ば
編
輯
者
須
藤
光
輝
を
以
て
代
理
せ
し
め
し
に
是
こ
な
れ
は
又
三
月
初
つ
か
た
故
国
の
老
父
病
に
罹
り
危
篤
の
電
報
有
り
し
ゆ
ゑ
青
木
忠
雄
を
跡
役
と
し
同
月
六
日
当
地
を
発
せ
り
い
とゞ
無
人
の
三
益
社
爰
に
両
個
を
欠
く
も
の
か
ら
忠
雄
を
始
め
伊
平、
橋
塘、
春
江
等
昼
夜
の
勉
強
怠
慢
な
く
か
ら
く
も
毎
日
編
果
る
あ
み
は
つ
と
看
官
諸
君
の
愛
顧
と
に
て
少
し
も
声
価
を
落
さ
ぬ
は
愁
の
内
の
喜
悦
な
り
し
が
天
野
と
須
藤
が
老
父
の
病
気
は
共
に
快
方
を
得
た
り
し
に
ぞ
可
春
は
昨
朝
よ
り
出
勤
し
須
藤
は
昨
夜
帰
京
せ
り
爰
に
至
つ
て
社
中
一
同
愁
眉
は
隅
田
の
桜
花
も
ろ
と
も
開
き
初
て
は
又
一
層
言
葉
の
花
を
盛
な
ら
し
め
珍
説
奇
話
を
続々
と
掲
出
る
積
り
で
五
座
り
升
る
寺
家
村
逸
雅
伏
禀」
と
し
て、
編
輯
長
天
野
可
春
と
な
る。
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「
雑
報」
「
京
文
舎
文
京
山
の
著
は
さ
れ
た「
名
広
澤
辺
萍」
と
云
合
巻
は
大
層
な
評
判
で
し
た
が
何
し
た
訳
か
発
売
を
禁
止
さ
れ
ま
し
た」
４
月
15
日～
６
月
１
日「
浪
枕
恋
廼
柵」
全
三
四
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
４
月
21、
22
日
松
本
大
次
郎
＊
22
日
に
取
り
消
さ
れ
る。
４
月
23～
28
日「
清
三
郎
情
話」
全
五
回
＊
６
月
９
日
に
処
分
の
後
報
が
あ
る。
４
月
27、
28
日
医
学
書
生
の
悪
業
４
月
27～
29
日「
大
久
保
半
次
郎
の
広
布
を
質
す」
全
三
回
＊
雑
報
欄
外
に
別
行
見
出
し
で
連
載。
27
日
付
録
に、
鴻
野
屋
煙
草
舗
大
久
保
半
次
郎「
花
の
東
京
有
喜
世
の
破
廉
恥」
を
掲
載
す
る。
４
月
28
日～
５
月
２
日「
鴻
野
屋
醜
聞」
全
五
回
＊
28
日
末
尾
に「
記
者
曰
く
此
件
は
彼
処
の
何
様
で
も
何
奴
で
も
取
消
請
求
お
断
り
禁
獄
罰
金
覚
悟
の
ま
へ
ゆ
ゑ
明
日
よ
り
続々
と
お
い
と
半
次
郎
の
悪
謀
夫
を
助
る
高
梨
市
太
郎
等
が
事
よ
り
主
人
平
六
が
大
べ
ら
棒
等
ド
シ
く
と
敲
き
魔
正」
と
あ
る。
５
月
２
日
は「
花
廼
東
京
有
喜
世
鯨
波」
と
題
し
て
挿
絵
付
き
で「
蟷
螂
が
斧
を
以
か
ち
ど
き
て
龍
車
に
刃
向
ふ
と
は
鴻
野
屋
の
主
管
大
久
保
半
次
郎
チ
ン
コ
切
兼
屁
ツ
鉾
代
言
高
梨
市
太
郎
等
が
謂
成
か
堂
だ
か
可
春
未
だ
知
ら
ず
と
雖
も
彼
奴
等
は
先
に
悪
摺
を
以
て
我
社
の
栄
誉
を
害
せ
し
よ
り
社
長
は
之
を
原
告
し
吾
儕
可
春
は
第
六
百
八
十
六
号
お
よ
び
同
ぐ
七
号
よ
り
悪
摺
の
不
適
当
な
る
を
質
し
且
彼
等
が
醜
聞
を
陸
続
と
掲
載
し
談
話
未
だ
中
央
に
至
ら
ざ
る
う
ち
鴻
野
屋
始
め
親
戚
一
同
頭
部
を
叩
き
手
を
合
せ
醜
聞
の
中
止
を
乞
ふ
に
彼
等
が
鴻
野
屋
の
名
称
を
濫
用
せ
し
と
今
日
の
広
告
に
掲
ぐ
る
通
り
の
謝
罪
状
を
以
て
す
其
言
実
に
然
る
や
否
や
は
知
ら
ざ
れ
ど
斬
髪
チ
ヨ
ン
髷
の
頭
部
数
を
並
べ
て
頻
り
に
閣
筆
を
望
む
に
至
り
て
は
可
春
素
よ
り
人
の
非
を
訐
く
を
好
ま
ず
故
に
彼
等
が
望
に
応
じ
爰
に
勝
利
の
図
を
模
し
て
昨
日
限
り
醜
聞
の
筆
を
断
つ
看
官
諸
君
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お
よ
び
同
業
諸
氏
よ
能
広
告
に
有
る
謝
状
を
五
覧
じ
て
恐
れ
な
が
ら
本
社
の
大
勝
利
に
喝
采
を
玉
は
ら
ば
三
益
社
の
喜
悦
可
春
の
名
誉
此
上
も
あ
ら
じ
然
は
あ
れ
ど
も
素
是
れ
我
社
員
の
錯
誤
に
出
る
事
な
れ
ば
則
ち
後
来
之
を
誡
め
之
を
悟
ら
ん
彼
雨
降
て
地
固
ま
る
と
は
夫
之
の
謂
か
噫／
偖
看
客
方
只
今
ま
で
は
相
対
紛
紜
の
筆
戦
で
毎
日
余
白
を
埋
め
ま
し
た
が
前
に
も
ま
う
す
如
く
本
号
で
清
潔
清
浄
流
川
で
お
尻
を
洗
つ
た
や
う
紛
紜
も
納
り
ま
し
た
か
ら
明
日
よ
り
は
是
迄
の
お
埋
合
せ
に
雑
報
沢
山
の
大
安
売
面
白
き
れ
い
さ
つ
ぱ
り
可
笑（
行
か
堂
だ
か）
書
立
升
か
ら
ま
す
く
五
愛
看
を
と
編
輯
局
一
同
拝
伏」
と
あ
り、
広
告
欄
に「
謝
状
之
事／
弊
店
主
管
大
久
保
半
次
郎
義
下
職
人
高
梨
市
太
郎
と
謀
り「
花
の
東
京
有
喜
世
の
破
廉
恥」
と
題
す
る
摺
物
を
弘
令
社
に
て
印
刷
の
上
殊
更
に
市
中
軒
別
並
に
往
来
人
へ
配
賦
し
貴
社
を
讒
毀
す
る
段
全
く
本
店
の
造
意
に
非
ず
と
雖
も
貴
社
の
栄
誉
を
害
し
た
る
義
不
相
済
且
貴
社
の
御
弁
駁
の
義
も
逸々
相
違
無
御
座
依
て
は
半
次
郎
は
放
逐
し
市
太
郎
は
出
入
差
留
右
廉
を
以
て
御
詫
申
入
候
処
御
聞
済
被
下
弊
店
醜
聞
を
新
聞
紙
上
へ
御
掲
載
の
儀
央
に
於
て
御
止
り
被
下
候
段
忝
け
な
く
存
候
依
て
謝
状
如
件／
明
治
十
三
年
五
月
一
日
／
神
田
区
平
河
町
三
番
地／
郡
司
平
六
病
気
に
付
代／
堀
切
八
十
吉〔
印〕
／
保
証
人
野
田
卯
兵
衛〔
印〕
／
親
類
惣
代
野
上
清
三
郎〔
印〕 ／
寺
家
村
逸
雅
殿／
天
野
可
春
殿」
と
あ
る。
21
日
の
雑
報
で、
天
野
可
春
が
讒
謗
律
違
反
で
罰
金
五
円
と
な
る。
＊
４
月
29
日「
う
き
よ
は
な
し」
「
鴻
野
屋
平
六
が
雑
報
を
論
ず／
高
島
屋
塘
雨／
我
輩
頃
日
鴻
野
屋
平
六
支
配
人
半
次
郎
な
る
者
の
ひ
き
ふ
だ
発
行
せ
し
と
い
ふ
驚
く
可
き
引
き
札
を
見
た
り
其
主
意
た
る
や
商
業
の
為
に
も
非
ず
開
店
の
知
ら
せ
に
も
非
ず
移
転
の
広
告
に
も
あ
ら
ず
是
則
ち
有
喜
世
新
聞
社
の
探
訪
某
な
る
者
の
該
店
よ
り
金
円
を
貪
り
た
る
と
い
ふ
讒
謗
な
り
然
れ
ど
も
今
猶
其
事
有
る
以
上
は
其
者
の
罪
条
を
摘
発
公
布
し
て
以
て
戒
し
む
る
は
是
非
な
し
と
雖
と
も
既
に
改
心
す
る
に
至
つ
て
は
則
純
粋
の
人
間
に
非
ず
や
何
ぞ
純
粋
の
人
間
を
採
用
す
る
を
憎
ま
ん
や
夫
れ
古
人
語
あ
り
其
罪
を
憎
ん
で
其
人
を
憎
ま
ず
と
加
ふ
る
に
両
氏
の
欺
き
た
り
と
い
ふ
金
円
は
巳
に
該
社
長
が
之
を
贖
ひ
た
る
は
一
昨
廿
七
日
同
社
の
弁
駁
に
て
白々
た
り
然
る
に
社
長
編
輯
長
を
も
同
腹
な
り
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□
と
罵
詈
し
剰
さ
へ
其
悪
言
を
各
社
に
及
ぼ
し
新
聞
社
会
は
皆
然
る
者
と
言
し
は
誹
謗
も
亦
甚
だ
し
と
謂
べ
し
且
彼
の
雑
報
文
中
に
鴻
野
屋
な
る
者
は
事
故
無
け
れ
ば
止
を
得
ず
出
金
し
た
り
と
載
た
り
是
甚
だ
怪
し
む
べ
き
一
事
に
し
て
如
何
様
談
じ
を
受
る
と
雖
ど
も
事
実
無
き
に
於
て
は
鐚
一
文
た
り
共
出
財
し
て
依
頼
す
る
の
理
あ
ら
ん
や
然
る
に
最
初
中
林
な
る
者
に
幾
干
か
を
出
し
而
巳
成
ず
又
両
氏
に
幾
干
か
を
出
た
る
は
則
ち
雑
報
に
明
か
也
是
れ
何
が
故
に
出
財
せ
し
や
果
し
て
事
故
有
る
を
密
匿
せ
ん
依
頼
な
る
事
疑
ひ
を
容
るゝ
に
足
ら
ざ
る
也
若
し
夫
れ
事
実
無
し
と
せ
ば
我
輩
は
言
は
ん
人
を
し
て
罪
に
陥
入
れ
ん
が
為
謂
な
く
財
を
散
じ
而
し
て
后
に
あ
ざ
む
き
取
り
し
と
公
布
す
る
も
の
と
せ
ん
然
れ
ば
所
謂
有
心
故
造
な
る
も
の
に
し
て
出
財
主
も
亦
罪
な
き
能
は
ざ
る
な
り
今
こ
れ
を
法
庭
に
訴
へ
ん
に
両
氏
は
素
よ
り
罪
あ
り
と
雖
ど
も
財
主
の
事
全
く
無
根
に
確
認
せ
ば
法
官
は
如
何
な
る
判
決
を
為
す
か
我
輩
法
律
上
は
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
其
裁
決
を
推
考
し
罪
条
の
有
無
を
少
し
く
論
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
彼
の
雑
報
を
一
読
せ
し
諸
君
は
必
ず
言
ふ
と
こ
ろ
あ
ら
ん
我
輩
は
尚
諸
君
の
説
を
俟
つ
て
累
て
又
論
ぜ
ん
と
す」
４
月
30
日～
５
月
２
日「
紅
露
愛
妾
阿
松
話」
全
三
回
＊
４
月
30
日「
雑
報」
「
三
宅
虎
太
氏
の
編
纂
に
て
銀
座
四
丁
目
の
山
中
喜
太
郎
が
出
版
の
国
会
纂
論
第
一
篇
は
巳
に
発
売
を
禁
止
さ
れ
猶
第
二
篇
に
宮
城
県
人
民
が
太
政
大
臣
へ
呈
し
た
国
会
開
設
の
書
の
写
を
載
た
の
で
目
今
お
調
中
と
の
よ
し」
＊
５
月
２
日「
雑
報」
「
惜
ま
るゝ
程
に
散
て
こ
そ
花
も
年々
詠
め
を
添
れ
東
京
新
聞
は
追々
盛
の
色
を
見
る
に
際
し
都
合
が
有
て
当
分
の
内
休
刊
るゝ
由
追
て
咲
ま
さ
る
色
香
を
待
ま
す」
「
忌
べ
く
恐
る
べ
き
は
市
に
三
虎
の
浮
説
で
有
り
ま
す
頃
日
我
三
益
社
の
為
に
周
旋
す
る
と
称
へ
弘
道
社
員
吉
野
幡
龍
と
い
へ
る
者
会
社
銀
行
等
へ
至
り
這
回
有
喜
世
新
聞
は
社
を
煉
瓦
に
移
し
更
に
五
千
円
の
金
を
募
る
と
揚
言
す
る
と
い
へ
り
且
各
所
へ
行
毎
に
三
益
社
の
委
任
状
と
て
部
理
代
人
の
証
書
を
示
よ
し
成
る
が
本
社
は
微
な
り
と
雖
も
巳
に
江
湖
に
愛
顧
を
得
今
日
あ
る
の
栄
を
卜
た
し
め
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れ
ば
何
ぞ
吉
野
幡
龍
を
頼
ん
で
事
を
な
す
べ
き
や
吉
野
は
復
何
の
為
に
す
る
所
有
て
斯
周
旋
を
為
す
や
更
に
其
意
の
あ
る
所
を
解
せ
ず
江
湖
の
諸
君
よ
若
し
此
曖
昧
代
人
が
立
回
ら
ば
断
乎
と
し
て
蹴
付
て
下
さ
る
様
鳥
渡
お
断
り
申
升
去
乍
此
曖
昧
者
は
豈
夫
前
は
ね
よ
も
や
の
弘
道
社
員
吉
野
幡
龍
で
は
有
ま
す
ま
い
が」
「
広
告」
「
新
説
有
喜
世
講
談／
因
縁
小
車
物
語／
三
年
祭
大
久
保
公
伝
当
る
五
月／
第
一
日／
よ
り／
右
は
四ッ
谷
杉
大
門
の
都
亭
に
於
て
引
続
き
演
述
仕
つ
り
ま
す
れ
ば
栄
当
の
五
評
判
を
願
升／
舌
耕
師
松
林
伯
知
拝」
５
月
４～
13
日「
北
条
姉
妹
の
履
歴」
全
九
回
＊
４
日
冒
頭
は「
此
廓
に
植
ら
れ
て
こ
そ
深
山
木
も
夜
さ
へ
匂
ふ
花
と
見
ら
る
れ
ト
さ
と
秋
琴
亭
緒
依
ぬ
し
が
口
吟
ま
れ
し
も
理
り
に
て
越
路
の
雪
も
桃
花
運
遊
の
水
に
染
れ
ば
都
人
も
肌
寒
か
ら
で
打
解
し
紅
閨
の
春
風
ぜ
ん
せ
い
吹
送
り
見
返
り
柳
の
打
靡
く
蔭
馴
か
し
き
後
朝
は
復
の
逢
瀬
を
契
る
な
る
べ
し」
と
あ
る。
な
つ
＊
５
月
６
日「
社
告」
「
本
社
新
聞
紙
製
本
の
義
追々
御
注
文
相
受
日
に
陪
繁
劇
の
段
難
有
存
じ
奉
つ
り
候
然
に
此
節
職
工
の
中
発
病
不
参
の
者
有
之
綴
方
甚
は
だ
捗
取
兼
夫
故
延
引
致
し
居
候
両
三
日
の
中
に
は
快
気
出
勤
仕
つ
る
可
く
然
る
上
は
精々
勉
強
製
上
仕
つ
り
一
日
も
早
く
御
届
可
申
候
間
暫
時
御
容
謝
被
下
度
此
段
公
告
仕
つ
り
候／
五
月
三
益
社
製
本
係」
５
月
７～
９
日「
娼
妓
盛
糸
の
痴
話」
全
三
回
＊
５
月
８
日「
雑
報」
「
東
京
新
聞
の
主
幹
た
り
し
芳
川
俊
雄
殿
は
郵
便
報
知
新
聞
よ
り
の
招
き
に
応
じ
一
昨
日
よ
り
同
社
員
に
為
ら
れ
ま
し
た」
「
下
谷
車
坂
町
の
杏
林
社
よ
り
東
京
医
事
新
聞
の
第
一
号
が
発
兌
し
ま
し
た
体
裁
は
当
新
聞
と
同
様
で
編
輯
は
桂
川
甫
周
老
で
す」
「
本
日
は
編
輯
長
天
野
が
病
気
に
付
お
馴
染
の
須
藤
光
輝
が
代
理」
と
し
て、
編
輯
長
代
理
須
藤
光
輝
と
な
る。
５
月
９、
11
日「
衛
生
会
規
則」
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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５
月
９、
11
日「
徒
流
両
囚
を
北
海
道
へ
送
ら
るゝ
」
＊
５
月
11
日「
雑
報」
「
風
雅
新
誌
の
社
主
山
田
風
外
氏
が
予
て
願
ひ
置
た
鳳
鳴
雑
誌
が
昨
日
許
可
に
な
り
ま
し
た」
５
月
11、
12
日「
佐
久
間
高
橋
探
索
新
話」
＊
５
月
11
日「
雑
報」
欄
外「
此
度「
み
や
こ
新
聞
発
兌
広
告」
と
題
し
た
る
摺
物
の
中
に「
紙
上
記
載
の
諸
君」
と
題
し
た
る
諸
大
家
の
列
名
中
迂
生
の
名
も
相
見
え
候
得
ど
も
迂
生
に
於
て
は
み
や
こ
新
聞
と
か
申
物
に
は
一
切
関
係
は
五
座
り
ま
せ
ん
か
ら
右
の
引
札
を
五
覧
じ
た
諸
君
に
お
断
り
申
し
置
ま
す／
伊
東
橋
塘」
＊
５
月
13
日「
今
度
本
材
木
町
で
刊
行
に
な
る
み
や
こ
新
聞
と
云
半
紙
三
枚
の
小
新
聞
は
読
売
新
聞
で
お
馴
染
の
鈴
木
田
さ
ん
が
校
正
を
さ
れ
ま
す」
＊
５
月
13
日「
雑
報」
欄
外「
当
社
の
探
訪
者
田
村
雪、
井
上
平
次
郎
の
両
名
は
一
昨
日
東
京
裁
判
所
検
事
局
よ
り
お
呼
出
し
に
付
き
何
事
や
ら
ん
と
昨
日
出
頭
致
し
ま
す
と
旧
社
員
中
林
信
行
も
出
庭
致
し
て
居
り
し
と
い
ひ
何
か
お
調
の
す
ゑ
三
人
は
お
留
置
に
成
ま
し
た
は
如
何
な
る
五
詮
議
の
有
か
は
知
ら
ね
ど
斯
る
事
の
出
来
し
は
同
業
の
諸
君
を
初
め
江
湖
へ
対
し
て
面
伏
な
り
と
社
員
は
素
よ
り
社
中
一
同
恐々
縮々
い
た
し
て
居
り
ま
す」
５
月
14、
15
日「
伊
藤
三
吉
の
狂
話」
＊
５
月
14
日「
雑
報」
欄
外「
昨
日
の
紙
面
へ
裁
判
所
へ
留
置
に
成
し
旨
を
載
ま
し
た
社
員
田
村、
井
上
の
両
人
は
同
日
社
長
預
に
て
下
ら
れ
ま
し
た」
＊
５
月
15
日「
雑
報」
「
予
て
政
府
新
聞
と
評
判
の
有
た
弘
通
日
報
は
昨
日
第
一
号
が
発
兌
に
成
第
二
号
は
廿
四
日
よ
り
続々
刊
行
に
成
ま
す
と
体
裁
は
旧
真
事
新
聞
の
擬
で
日
報
報
知
を
折
衷
し
た
物
乎」
う
つ
し
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「
広
告」
「
川
上
鼠
辺
著
述
彩
霞
園
柳
香
補
綴／
梅
堂
国
政
画／
孝
子
は
柳
橋
の
弦
妓
小
松／
義
侠
は
東
京
の
力
士
上
汐／
毒
婦
は
古
河
の
雷
神
お
島
腕
競
心
三
俣／
三
編
読
切／
右
は
い
ろ
は
新
聞
の
紙
上
に
て
第
七
回
ま
で
記
載
し
が
今
度
其
続
稿
とゝ
も
に
三
編
の
読
切
も
の
と
し
て
例
の
美
麗
な
る
合
巻
に
調
製
来
る
十
五
日
よ
り
売
出
し
ま
す
れ
ば
弾
三
味
線
の
い
と
な
が
く
売
上
汐
の
蔵
入
よ
く
雷
神
の
様
に
五
評
判
万々
冊
の
御
購
求
を
偏
へ
に
願
ひ
上
る
に
な
ん／
横
山
町
三
丁
目／
板
元
金
松
堂
辻
岡
屋
文
助」
＊
５
月
16
日「
雑
報」
「
発
兌
す
く
と
評
判
の
有
た
能
舞
子
廼
社
か
ら
ヘ
エ
顕
は
れ
た
親
釜
集
は
投
書
家
連
の
腕
競
べ
面
黒
多
抜
の
お
腹
を
抱
え
ポ
ン
く
売
る
お
散
魔
誌
皆
さ
ん
買
て
五
覧
な
は
い」
ざ
ま
し
５
月
18、
19
日「
浅
草
の
怪
談」
＊
16
日
に
予
告
が
あ
る。
５
月
18～
20
日「
お
菊
の
噺
し」
全
三
回
＊
５
月
19
日「
雑
報」
「
新
聞
社
会
の
奇
事
怪々
敲
け
ば
出
る
塵
埃
聞
説
近
日
本
材
木
町
よ
り
都
新
聞
と
い
ふ
物
が
発
兌
す
る
由
に
て
き
く
な
ら
く
最
初
広
告
の
引
札
へ
本
社
編
輯
伊
東
橋
塘
が
名
称
を
濫
用
せ
し
事
は
過
日
同
人
が
弁
駁
の
広
告
を
以
て
看
官
は
五
承
知
な
ら
ん
が
此
都
新
聞
の
不
見
識
な
る
我
社
の
橋
塘
が
如
き
人
も
知
ぬ
名
を
濫
用
せ
し
耳
な
ら
ず
い
ろ
は
新
聞
の
仮
名
垣、
渡
辺、
白
石
三
氏
の
名
を
さ
へ
濫
用
せ
し
か
ば
彼
の
社
の
新
聞
上
に
於
て
も
都
新
聞
の
題
号
は
弁
駁
の
文
中
三
日
間
の
晒
し
者
に
さ
れ
た
り
摺
出
し
前
よ
り
大
紙
苦
尻
の
新
聞
に
審
し
い
か
な
怪
い
か
な
我
同
業
社
会
中
に
於
て
傍
訓
新
聞
の
鼻
祖
俗
談
平
話
の
嚆
矢
に
し
て
殊
に
品
し
く
じ
り
行
端
正
の
聞
え
高
く
功
成
り
名
遂
て
身
退
き
た
る
読
売
新
聞
創
業
の
記
者
鈴
木
田
正
雄
君
が
補
助
の
名
前
有
る
は
抑
又
如
何
な
る
事
ぞ
同
先
生
再
度
世
塵
に
交
り
て
斯
都
新
聞
を
助
る
と
も
天
下
を
三
分
に
せ
ん
と
誓
ひ
て
隴
耶
の
草
蘆
を
出
で
蜀
の
劉
備
を
補
佐
し
た
る
臥
龍
孔
明
の
功
も
有
る
ま
じ
又
四
海
併
呑
を
遠
慮
つ
て
栗
原
山
の
閑
居
を
開
き
羽
柴
秀
吉
に
力
を
尽
せ
し
竹
中
重
治
の
義
お
も
ん
ぱ
か
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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に
も
あ
る
ま
じ
と
人
の
疝
気
を
頭
痛
に
病
で
考
へ
る
事
七
日
七
夜（
是
は
嘘
だ
が）
夫
で
も
考
へ
付
ぬ
ゆ
ゑ
探
訪
佐
栗
善
悪
四
郎
さ
が
を
走
ら
せ
て
探
ら
せ
る
と
イ
ヤ
ハ
ヤ
大
変
鼻
撮
み
糞
婆々
ツ
痴
意
の
醜
聞
を
聞
た
悉
皆
聞
た（
一
寸
吸
煙
是
か
ら
が
醜
聞
の
恥
鞠
ト
つ
ま
す
っ
か
り
い
つ
ぷ
く
は
じ
ま
り
ザ
イ
トー
ザ
イ）
／
偖
前
稿
に
饒
舌
立
た
其
み
や
こ
新
聞
と
禀
す
は
豈
計
ら
ん
昨
年
我
社
が
先
陣
に
進
み
荒
熊
童
子
が
後
陣
に
備
へ
筆
誅
を
加
へ
亡
せ
し
杜
編
の
術
に
を
さ
く
長
悪
徳
の
名
ま
す
く
高
か
り
し
真
砂
新
聞
の
残
党
原
に
て
矢
張
彼
の
岡
部
丹
三
て
ふ
貂
野
爺
が
発
意
に
係
り
馬
鹿
華
族
を
ば
引
摺
込
み
曳
や
ら
漸々
本
社
だ
け
の
体
面
は
為
し
た
れ
ど
素
よ
り
唐
人
の
臀
に
て
夫
む
じ
な
か
ら
先
の
目
的
は
な
く
腐
た
浜
の
真
砂
の
名
で
は
石
川
五
右
衛
門
の
類
は
知
ら
ず
真
面
目
の
お
客
は
買
ぬ
と
思
ひ
吾
は
抜
て
影
ん
法
師
の
木
偶
く
社
長
を
据
お
い
て
全
く
新
規
の
新
聞
だ
と
他
か
ら
持
込
鈴
木
田
さ
ん
へ
懇々
署
名
を
頼
だ
所
ろ
編
輯
者
の
山
崎
氏
は
素
日
就
社
に
ゐ
た
縁
故
も
有
る
の
で
鈴
木
田
さ
ん
は
義
を
見
て
勇
み
補
助
の
名
義
を
承
諾
さ
れ
そ
のゝ
ち
彼
の
社
へ
行
て
見
る
と
是
は
乍
麼
如
何
に
是
は
如
何
に
新
組
織
と
は
真
赤
な
偽
り
社
員
の
面
は
孰
も
く
真
砂
で
名
代
の
悪
大
名
彼
の
川
瀬
復
吉（
改
名
し
て
善
忠）
を
始
め
と
し
て
相
馬
大
裏
の
猿
冠
そ
れ
耳
な
ら
ず
大
ど
こ
の
あ
や
し
べ
幇
間
の
金
た
ま
だ
ぬ
き
が
十
で
ふ
敷
の
大
風
呂
敷
を
広
げ
散
し
て
彼
の
丹
三
と
協
議
を
凝
ら
し
一
文
な
し
で
も
詮
方
が
ネ
エ
か
ら
許
可
の
日
限
の
切
れ
ぬ
う
ち
一
号
丈
も
出
し
て
仕
舞
ば
正
雄
も
遁
る
気
遣
ひ
な
し
而
す
れ
ば
銭
が
無
な
つ
て
も
正
雄
が
所
持
の
機
械
を
巻
上
ロ
ハ
で
摺
出
す
名
策
は
ど
う
だ
ど
う
だ
と
悪
謀
の
密
談
騒
ぎ
を
其
時
は
知
ら
ず
に
居
た
が
程
過
て
人
の
話
す
を
聞
れ
た
ゆ
ゑ
今
更
驚
い
て
ゐ
ら
るゝ
と
云
ふ
が
今
日
売
出
さ
ね
ば
官
許
の
日
が
限
れ
み
や
こ
も
知
死
期
の
時
で
有
る
が
未
だ
当
社
へ
は
配
達
せ
ず
此
分
で
は
今
以
て
貧
乏
怪
議
に
日
き
を
暮
し
誤
多
く
し
て
ゐ
る
事
で
有
ら
う
が
百
気
野
業
の
古
誤
所
醜
聞
こ
の
外
は
ま
た
聞
込
次
第
お
化
の
正
体
現
し
魔
性
ハ
テ
恐
し
い
新
聞
ぢ
や
ナ
ア「
出
来
ぬ
前
か
ら」
ド
ロ
ン
く
ド
ロ
く
く
く
く
く」
５
月
20
日～
６
月
12
日「
偽
俤
春
朧
夜」
全
一
五
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
そ
の
お
も
か
げ
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５
月
20、
21
日
娼
妓
花
菊
の
後
談
＊
５
月
21
日「
う
き
よ
は
な
し」
「
弊
社
新
聞
紙
の
義
創
業
未
だ
日
浅
き
も
大
方
諸
君
の
愛
顧
を
蒙
り
追
次
繁
栄
の
域
に
赴
く
段
迂
生
は
素
よ
り
社
員
一
同
感
銘
に
堪
ざ
る
所
な
り
曾
て
傍
訓
新
聞
の
鼻
祖
俗
談
平
話
の
嚆
矢
た
る
鈴
木
田
正
雄
氏
を
聘
し
新
聞
紙
上
の
諸
事
を
托
し
主
幹
と
し
て
迂
生
は
更
に
内
部
へ
退
き
彼
旧
社
員
前
島
和
橋
氏
を
復
社
さ
せ
て
本
日
よ
り
編
輯
長
に
据
ゑ
従
来
苦
心
し
た
る
天
野
可
春
を
安
心
然
た
る
印
刷
長
に
置
内
外
の
百
事
を
改
良
し
活
版
器
械
及
び
社
員
を
増
し
新
旧
皆
心
を
一
に
し
拮
据
勉
励
し
て
益々
盛
大
を
謀
ら
ん
と
す
れ
ば
看
客
諸
君
は
旧
に
増
て
今
一
層
の
御
愛
看
を
垂
給
は
ん
事
を
希
が
ふ
社
長
寺
家
村
逸
雅」
と
し
て、
主
幹
鈴
木
田
正
雄／
編
輯
長
前
島
和
橋／
印
刷
長
天
野
可
春／
校
正
岡
野
伊
平／
補
助
為
永
春
江
と
な
る。
「
雑
報」
「
朝
野
新
聞
社
の
草
間
時
福
日
報
社
の
細
川
瀏
毎
日
新
聞
社
の
吉
田
次
郎
の
三
氏
は
此
程
通
常
府
会
の
書
記
を
命
ぜ
ら
れ
し
と」
５
月
22、
23
日「
清
水
林
吉
の
話
し」
５
月
25、
26
日「
お
は
ま
の
話」
＊
５
月
30
日「
雑
報」
「
近
来
は
翻
訳
物
の
書
類
は
大
に
す
た
れ
て
漢
籍
が
売
れ
出
し
た
ゆ
ゑ
此
せ
つ
四
書
五
経
史
記
の
類
の
出
版
に
着
手
の
人
が
多
く
ま
た
小
学
本
の
品
限
に
て
至
つ
て
少
な
く
な
り
し
と」
「
東
京
自
由
新
聞
は
一
昨
日
第
百
号
の
祝
ひ
に
て
大
そ
う
景
気
よ
く
社
員
の
人々
が
勧
進
帳
の
茶
番
な
ど
は
別
し
て
大
出
来」
５
月
30
日～
６
月
２
日「
お
豊
の
話
し」
全
三
回
＊
６
月
１
日「
雑
報」
「
古
澤
内
閣
権
大
書
記
官
は
先
に
冠
を
か
け
て
大
坂
へ
赴
か
れ
今
度
大
坂
日
報
社
の
聘
に
応
じ
東
京
日々
新
聞
と
対
峙
し
て
筆
剣
を
研
るゝ
よ
し
又
同
社
の
社
長
関
新
平
殿
は
今
度
元
老
院
準
奏
任
御
用
掛（
月
俸
百
円）
に
命
ぜ
ら
れ
し
と」
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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６
月
６、
８
日「
悪
婆
の
話」
＊
６
月
８
日「
雑
報」
「
四
ッ
谷
の
花
柳
演
説
会
は
集
会
条
例
に
よ
つ
て
此
ほ
ど
為
慰
会
と
あ
ら
た
め
華
族
戸
田
欽
堂
君
そ
の
他
が
内
藤
新
宿
の
芸
娼
妓
な
ど
へ
嬉
し
い
こ
と
を
話
し
て
聞
か
せ
ま
す
と」
＊
６
月
11
日「
雑
報」
「
予
て
噂
の
有
た
開
新
社
の
鳳
鳴
新
誌
が
発
兌
に
成
ま
し
た
是
は
風
雅
新
誌
と
は
体
裁
が
異
て
漢
文
多
だ
が
滑
稽
も
有
て
面
白
い
雑
誌」
６
月
12、
13
日「
米
商
会
所
組
合
章
程」
６
月
13～
18
日「
新
田
献
一
郎
の
噺」
全
四
回
６
月
13～
19
日「
浜
浦
大
吉
の
話」
全
五
回
＊
６
月
15
日「
雑
報」
「
旧
日
新
真
事
誌
の
社
長
英
人
ブ
ラ
ツ
ク
氏
は
去
十
一
日
に
横
浜
で
病
死
さ
れ
た
り」
＊
６
月
17
日「
広
告」
「
吉
野
一
重
咲／
丸
岡
八
重
咲
恋
相
場
桜
花
夜
嵐／
猫々
道
人
原
稿
梅
堂
国
政
画／
初
編
よ
り
三
編
読
切
初
編
来
十
五
日
売
出
し／
此
は
先々
い
ろ
は
新
聞
に
て
評
判
の
日
高
川
珍
珍
鬼
聞
と
絵
入
新
聞
に
て
客
歳
中
長々
と
記
載
し
強
盗
丸
岡
幸
次
郎
の
末
日
本
橋
の
芸
妓
桜
屋
お
八
重
と
米
商
吉
野
甚
三
郎
の
馴
染
を
三
編
読
切
と
し
て
第
初
編
発
兌
申
候
間
お
ん
求
め
を
希
が
ふ／
横
山
町
二
丁
目
金
松
堂
辻
岡
屋
文
助
板」
６
月
19～
25
日「
娼
妓
操
の
話」
全
六
回
６
月
24
日～
７
月
７
日「
阿
秋
藤
次
郎
の
噺」
全
九
回
＊
27
日
以
後
に
題
が
付
く。
＊
６
月
26
日「
雑
報」
「
大
坂
日
報
へ
入
社
さ
れ
る
と
前
号
へ
出
し
た
古
澤
滋
氏
は
福
岡
日々
新
聞
へ
入
社
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
と
い
ひ
近々
に
浅
草
辺
へ
開
業
す
る
と
い
ふ
倭
新
聞
は
大
半
紙
に
て
一
種
体
裁
が
変
り
定
価
は
一
ヶ
月
分
十
九
銭
な
り
と」
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６
月
26
日～
８
月
５
日「
咲
分
色
朝
顔」
全
二
七
回
＊
別
行
見
出
し、
回
数
付
き
で
連
載。
６
月
29
日～
７
月
１
日「
脱
監
人
木
村
三
蔵
の
話」
全
三
回
＊
27
日
に
予
告
が
あ
る。
＊
６
月
30
日「
雑
報」
「
世
話
講
談
の
売
出
顔
松
林
伯
知
は
来
月
か
ら
向
ふ
三
ヶ
月
浅
草
弁
天
山
の
定
席
で
相
変
ら
ず
有
喜
世
講
談
の
口
達
者
先
前
席
が
偽
俤
春
朧
夜
中
座
は
咲
分
色
朝
顔
後
席
が
霜
夜
鐘
明
治
聞
書
ま
づ
は
張
扇
ピ
タ
く
書
の
通
り」
「
広
告」
「
何
奴
の
悪
戯
な
る
や
弊
社
の
名
義
を
以
て
あ
ら
れ
も
な
き
事
書
認
た
め
諸
方
へ
投
書
せ
し
も
の
あ
る
由
に
て
先
方
よ
り
弊
社
へ
宛
て
尋
問
の
書
状
数
通
到
来
右
は
弊
社
に
て
関
係
な
き
は
勿
論
一
切
覚
え
無
之
候
こ
の
段
念
の
た
め
江
湖
に
広
告
い
た
し
候
也／
い
ろ
は
新
聞
京
文
社／
編
輯
局」
＊
７
月
１
日「
雑
報」
「
東
京
あ
け
ぼ
の
新
聞
は
追々
盛
大
に
な
る
に
つ
き
今
日
よ
り
紙
を
拡
く
し
論
説
雑
報
そ
の
外
も
十
分
に
載
る
事
に
な
り
代
価
も
一
ヶ
月
に
つ
き
金
五
十
銭
に
改
め
ら
れ
又
絵
入
新
聞
社
で
は
紙
上
の
勧
善
懲
悪
と
な
る
べ
き
話
を
撰
び
絵
入
人
情
雑
誌
と
云
を
発
兌
さ
れ
る
と
か」
「
い
ろ
は
新
聞
京
文
社
で
は
化
物
尽
し
の
引
幕
を
新
富
座
主
へ
進
上
と
の
評
判
記（
略）」
「
近々
長
野
県
に
て
信
濃
新
報
と
い
ふ
が
出
版
に
な
り
ま
す」
＊
７
月
２
日「
雑
報」
「
銀
座
二
丁
目
の
開
導
社
よ
り
昨
日
開
導
新
聞
の
第
一
号
が
出
版
に
な
り
ま
し
た」
「
昨
日
絵
入
新
聞
社
で
絵
入
人
情
雑
誌
を
発
兌
さ
れ
る
と
記
し
ま
し
た
が
こ
れ
は
同
社
で
は
な
く
弓
町
の
東
陽
社
よ
り
発
兌
す
る
と
の
事
又
か
な
よ
み
新
聞
社
は
横
山
龍
達
氏
が
社
主
と
な
り
記
者
は
残
ら
ず
新
顔
に
入
は
か
り」
（
マ
マ）
＊
７
月
４
日「
雑
報」
「
東
京
タ
イ
ム
ス
新
聞
の
社
主
ハ
ウ
ス
氏
は
一
旦
本
国
へ
帰
ら
れ
る
に
つ
き
同
新
聞
は
本
月
一
日
よ
り
来
年
六
月
ま
で
休
刊
に
成
ま
し
た」
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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７
月
４、
６
日
お
若
の
話
７
月
７～
９
日「
警
視
本
署
達
し」
全
三
回
７
月
７～
９
日「
岩
尾
重
義
の
話
し」
全
三
回
＊
７
月
８
日「
雑
報」
「
横
浜
の
高
島
嘉
右
衛
門
氏
は
兼
て
易
に
心
ざ
し
此
度
著
は
さ
れ
た
高
島
易
占
と
い
ふ
本
は
氏
が
是
迄
に
占
つ
て
当
つ
た
事
が
ら
を
記
し
序
は
栗
本
鋤
雲
翁
の
撰（
正
斎
先
生
の
筆）
跋
は
中
村
敬
宇
先
生
に
て
立
派
な
一
冊
が
で
き
ま
し
た」
「
又
佐々
木
秀
二
氏
が
出
版
の
新
聞
記
者
列
伝
の
初
号
は
成
島
柳
北
其
外
の
先
生
方
の
伝
が
委
し
く
記
載
し
て
あ
り
ま
す」
７
月
10、
11
日「
淫
婦
お
き
り
の
話」
＊
７
月
11
日「
雑
報」
「
土
佐
の
高
知
に
て
は
高
知
新
聞
が
出
版
に
な
り
ま
た
近々
に
周
防
山
口
の
協
同
会
社
に
て
は
防
長
新
聞
を
出
版
し
美
濃
岐
阜
の
幼
稚
新
聞
は
教
育
新
聞
と
改
題
に
な
り
竹
川
町
の
大
東
日
報
は
休
刊
に
な
り
ま
し
た」
７
月
14、
15
日
共
立
銀
行
頭
取
の
醜
聞
７
月
15、 ？
日「
毒
婦
お
し
づ
の
説
話」
＊
16
日
は「
毒
婦
お
し
づ
の
説
話
は
今
日
は
お
預
り」 、
17
日
も「
咲
分
色
朝
顔
と
毒
婦
お
し
づ
の
説
と
は
種
多
ゆ
ゑ
お
預
り
明
日
は
き
つ
と」
と
断
ら
れ
る
が、
18
日
六
面
以
下
が
欠
号
の
た
め
連
載
日
を
確
定
で
き
ず。
７
月
15
日～
８
月
１
日「
栗
原
隆
太
郎
の
話」
全
一
二
回
＊
18
日
六
面
以
下
が
欠
号
の
た
め
回
数
を
確
定
で
き
ず。
＊
７
月
16
日「
雑
報」
「
明
治
丹
前
と
聞
え
た
る
胡
蝶
園
の
主
人
若
菜
貞
爾
氏
は
北
の
廓
に
靉
靆
け
る
九
重
の
霞
を
出
で
這
回
浪
花
に
た
な
び
開
か
れ
し
魁
新
聞
社
の
聘
に
応
じ
て
絵
入
傍
訓
の
紙
面
に
艶
筆
の
大
文
字
を
揮
は
るゝ
と
聞
り
氏
が
発
足
の
名
残
に
は
不
夜
城
中
の
灯
籠
も
消
え
て
潛
然
た
る
哀
別
の
状
を
見
ん
か
と
例
の
須
藤
夫
が
汚
茶
ツ
卑
意」
さ
ま
７
月
16、
17
日
吉
川
道
寧
の
話
129
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
７
月
21、
22
日「
経
費
金
申
請
概
則」
＊
７
月
21
日「
雑
報」
「
三
友
社
の
自
由
新
聞
は
昨
日
か
ら
並
の
小
新
聞
に
な
つ
て
久
保
田
彦
作
氏
が
入
社
さ
れ
又
投
書
家
で
有
名
な
永
井
湖
山
氏
は
近々
可
愛
良
誌
と
い
ふ
雅
俗
混
同
の
雑
誌
を
発
兌
さ
れ
る
と」
７
月
27～
29
日
金
乗
院
主
実
尚
の
受
難（
全
三
回）
７
月
27～
29
日「
故
中
将
野
津
鎮
雄
君
の
小
伝」
全
三
回
＊
別
行
見
出
し
で
連
載。
７
月
27～
29
日「
淫
婦
お
た
き
の
話」
全
三
回
＊
24
日
に
予
告
が
あ
る。
＊
７
月
28
日「
雑
報」
「
信
州
に
て
は
長
野
日々
新
聞
社
が
東
京
の
日
報
社
同
様
大
層
幅
が
き
く
と
か
に
て
夫
へ
抗
す
る
つ
も
り
か
先
日
諏
訪
に
て
洲
羽
新
報
を
発
兌
さ
れ
ま
た
此
頃
に
発
兌
さ
れ
る
信
濃
雑
誌
社
は
立
派
に
普
請
を
さ
れ
る
と
又
長
野
日々
新
聞
の
社
に
て
も
負
け
ず
に
普
請
を
始
め
長
野
の
社
員
が
金
時
計
を
胸
へ
か
け
る
と
直
に
信
濃
雑
誌
の
社
員
も
金
時
計
を
買
ふ
勢
ひ
で
殆
ど
呉
越
の
様
を
顕
は
せ
り
と
彼
地
よ
り
知
ら
せ
ら
れ
た
り」
＊
７
月
29
日「
雑
報」
「
い
ろ
は
新
聞
は
第
二
百
号
の
祝
ひ
に
両
国
川
に
て
花
火
を
打
あ
げ
大
坂
朝
日
新
聞
も
紀
年
回
の
祝
に
烟
花
の
催
し
あ
り
又
同
所
さ
き
が
け
新
聞
は
来
月
八
日
に
第
一
号
を
発
兌
し
て
三
日
間
は
無
代
配
達
こ
と
に
七
日
の
祝
宴
は
昼
夜
の
花
火
此
代
ば
か
り
が
三
百
円
紅
灯
数
千
に
国
旗
百
本
そ
の
料
理
は
日
本
西
洋
御
勝
手
次
第
で
官
員
社
会
文
人
仲
間
同
業
記
者
か
ら
芸
妓
釈
氏
神
官
ま
で
も
招
か
れ
て
無
類
の
盛
会
を
開
れ
ま
す
と」
＊
７
月
30
日「
雑
報」
「
静
岡
呉
服
町
の
笑
門
福
来
社
に
て
泰
平
楽
雅
奇
面
白
誌
と
い
ふ
雑
誌
が
出
版
に
な
り
又
因
州
鳥
取
元
魚
町
よ
り
は
鳥
取
読
売
新
聞
が
出
版
に
な
り
ま
す」
７
月
31
日、
８
月
３
日
古
郷
孝
之
助
の
話
未完の物語－－「有喜世新聞」の連載記事（続き物）（二）
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＊
７
月
31
日「
雑
報」
「
昨
日
の
淵
は
今
日
の
瀬
と
変
り
易
い
が
浮
世
の
習
ひ
か
東
京
で
大
頭
の
新
聞
記
者
は
政
府
党
の
一
人
な
り
し
も
近
来
は
手
掌
を
反
し
た
様
に
民
権
党
に
成
た
様
な
筆
の
先
が
顕
は
れ
文
壇
に
登
る
と
日
本
中
の
民
権
を
背
負
て
立
と
い
ふ
阿
波
て
の
ひ
ら
の
普
通
新
聞
は「
政
談
に
関
す
る
事
は
社
説
欄
内
へ
記
載
せ
ぬ」
と
い
ふ
社
告
を
出
さ
れ
た
は
マ
サ
カ
県
令
の
お
頼
で
も
有
ま
い
し
又
或
る
新
聞
に
は
土
州
の
片
岡
健
吉
氏
は
民
権
の
足
を
洗
つ
て
官
海
へ
泳
ぎ
出
れ
る
と
あ
る
が
実
に
石
が
流
れ
て
木
の
葉
が
沈
む
ど
こ
ろ
か
風
船
が
地
の
下
へ
上
つ
て
土
龍
が
天
上
す
る
様
だ
か
ら
是
よ
り
先
は
何
と
変
ら
う
か
人
の
心
が」
